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(57)【要約】
【課題】　被検者が簡易に測定でき、測定結果が分かり
易く、機能性に優れた、保守管理が容易な装置を提供す
ることを目的としたものである。
【解決手段】
　前記課題を解決するために本発明の装置は、予め実験
で求められている超音波波形と計測波形の関係から骨波
形結果を判定（Ａ～Ｅ）する装置である。測定部位は手
首であり、被検者は踵骨を測定していた時より簡易に測
定ができるようになる。また、バルーン４と超音波プロ
ーブ５を一体化の構造とすることで、該バルーン４と該
超音波プローブ５の間に接触媒質を塗ることも必要なく
、更に、表層に硬度の高いウレタンフィルムをコーティ
ングすることで耐久性を向上させることで、保守管理が
容易となる。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プログラムされたコンピュータによって骨健康を波形によって計測する装置であって、
タッチパネル式モニター部１、プリンター２、プローブベース３、バルーン４、バルーン
の内側にある超音波プローブ５、位置決め棒６、本体カバー７、本体ベース８、本体に内
蔵された制御部９から構成されていることを特徴とする骨健康を超音波波形によって計測
する装置。
【請求項２】
　プログラムされたコンピュータによって骨健康を波形によって計測する装置であって、
被験者の手首をバルーン４（超音波プローブ５）の間に入れ、超音波によりプローブ間の
超音波波形（伝播時間、波形高さ、周波数）を計測する手段と、予め実験で求められてい
る超音波波形と計測波形の関係から骨波形分析結果（Ａ～Ｅ）を算出する手段と、算出さ
れた該骨波形結果に対して、コメント・アドバイスを表示する手段を含むことを特徴とす
る骨健康を超音波波形によって計測する装置。
【請求項３】
　プログラムされたコンピュータによって骨健康を波形によって計測する装置であって、
被験者の手首をバルーン４（超音波プローブ５）の間に入れ、超音波によりプローブ間の
超音波波形（伝播時間、波形高さ、周波数）を計測する工程と、予め実験で求められてい
る超音波波形と計測波形の関係から骨波形分析結果（Ａ～Ｅ）を算出する工程と、算出さ
れた該骨波形結果に対して、コメント・アドバイスを表示する工程を含むことを特徴とす
る骨健康を超音波波形によって計測する方法。
【請求項４】
　コンピュータによって骨健康を波形によって計測するプログラムを記録した記録媒体で
あって、被験者の手首をバルーン４（超音波プローブ５）の間に入れ、超音波によりプロ
ーブ間の超音波波形（伝播時間、波形高さ、周波数）を計測する。次いで、予め実験で求
められている超音波波形と計測波形の関係から骨波形結果（Ａ～Ｅ）を算出し、その算出
された該骨波形結果に対して、コメント・アドバイスを表示することを特徴とする骨健康
を超音波波形によって計測するプログラムを記録した記録媒体。
【請求項５】
　請求項１の骨健康を超音波波形によって計測する装置は、位置決め棒６を軽く握ったま
まに、下に降ろすことで、測定部位（手首）を同じにすることができる構造となっている
ことを特徴とする装置。
【請求項６】
　請求項１の骨健康を超音波波形によって計測する装置のバルーン４は、成型する時、型
に超音波プローブ５をセットしてから流し込む、あるいは、別途製作したバルーン４を超
音波プローブ５の表面に接着させることで一体化の構造となっていることを特徴とするバ
ルーン。
【請求項７】
　請求項１の骨健康を超音波波形によって計測する装置のバルーン４は、長期間使用する
ことができ、また、バルーン４と超音波プローブ５は一体化の構造のため、該バルーン４
と該超音波プローブ５の間に接触媒質を塗る必要がなく、保守管理が容易になったことを
特徴とするバルーン。
【請求項８】
　請求項１の骨健康を超音波波形によって計測する装置のバルーン４は、材質を極めて軟
質のポリウレタンにすることで、手首の大小にかかわらず、被検者が無理なく容易に測定
でき、また、水及び混合液の補充等をする必要がなく、保守管理が容易になったことを特
徴とするバルーン。
【請求項９】
　請求項１の骨健康を超音波波形によって計測する装置のバルーン４は、表層に硬度の高
いウレタンフィルムをコーティングし、表層を硬く、内部を柔らかい構造とすることで、
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耐久性を格段に向上させたことを特徴とするバルーン。
【請求項１０】
　請求項１の骨健康を超音波波形によって計測する装置は、本体カバー７を取替え、位置
決め棒６を除き、バルーン４と前記バルーン４の内側にある超音波プローブ５及びの位置
を変えることで、踵骨の健康を超音波波形によって計測する装置にもなり得ることを特徴
とする装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、プログラムされたコンピュータによって骨健康を超音波波形によって計測す
る装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の超音波を送波し透過伝播速度を求め、骨密度を評価する装置には、例えば、特開
平１０－２３４７２９号、特開２０００－０５１２１２号などが提案されている。しかし
、測定結果が骨量や骨密度では、被検者に分かりにくい問題があった。また、装置が大き
いものや、装置の各部が別々になっていて、持ち運び難かったりした。
【０００３】
　運搬性を考慮したものに特開２００５－０５８２６０がある。しかし、装置は一体型で
はあるが、運び易い重量とは言えない。また、バルーンが破損して内部に液体が侵入して
装置の故障の原因になり、プローブ間隔の狭いこともバルーンの破損原因の一つにもなっ
ている。さらには、装置のベース部の材質がゴムのため、測定中にプローブ間隔が変動す
ることが考えられる。
【０００４】
　本発明人らは、前記問題点をなくすため、特願２００５－２４３８７６を出願した。具
体的内容としては、持ち運びの容易なものとし、また、バルーンの材質及び形状を改善す
ることによって、バルーンの寿命を伸ばして保守管理を容易にし、さらに、測定者が使い
易く理解し易くするために装置の表示部及び操作部をタッチパネル式カラー液晶とした。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　骨粗しょう症患者およびその治療費は年々増加すると推測されている。しかしながら、
骨粗しょう症に対する効果的な治療法は確立されていないため、早い時期に診断して発見
することが困難である。そこで、手軽に骨の健康を超音波波形によってセルフチェックす
ることは重要となってくる。
【０００６】
　被検者は、従来の装置で計測して、専門的な用語を見せられても、よく理解できないこ
とが多い。そこで、被検者が簡易に測定でき、さらに、測定結果が誰でも簡単に理解しや
すい装置を提供する必要がある。
【０００７】
　また、バルーンを薄いゴムで製作及びプローブ間隔を狭くしているため、材質劣化の問
題、足の大きな人の計測等によって、バルーンが破損して、装置内部の精密機器に悪影響
を与えることもある。さらに、従来は大きな装置、重量のある装置、持ち運び難い装置、
装置の各部が数個に分かれたものであったため、持ち運ぶ際や移動させる際に不便さがあ
った。
【０００８】
　超音波による透過時間の測定が重要なポイントとなる本測定では、プローブが変動する
要因の多い従来の構造は測定ミスの発生する大きな一因である。また、従来に比較して、
保守管理作業が大変なバルーンについて、その作業を軽減する必要があった。バルーンの
保守管理を最良とするためには、バルーンの厚さ、材質及び接触媒質の課題を解決する必
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要がある。
【０００９】
　さらには、従来の測定部位は踵骨が大半を占めていた。このことが原因で、ストッキン
グ及び靴下を履いている人は、測定しなかったし、測定する機会が減っていた。このこと
は、手軽に被検者が骨の健康のセルフチェックをする妨げとなっていた。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、人体に無害である超音波を用いて、被検者の骨内部の情報を計測し、骨の健
康を分かり易く知らせることができるようにしたものである。具体的には、測定部位であ
る手首をプローブ間に設置し、その間に超音波を透過させ、骨の波形を計測する。次いで
、予め弊社独自の手法により、判定（Ａ～Ｅ）をし、判定されたレベルに対して、コメン
ト・アドバイスを表示する。このことによって、骨の健康を超音波波形によって、被検者
に分かり易く知らせることができるようにしたものである。
【００１１】
　測定する際、位置決め棒６を軽く握ったまま下に降ろすことで、再度測定した時でも、
測定部位（手首）を同じにすることができる。また、バルーン４と超音波プローブ５は、
成形時の製法により一体化の構造となっており、該バルーン４と該超音波プローブ５の間
に従来使用していた接触媒質を使わなくてもよいため、保守管理が容易となる。
【００１２】
　前記バルーン４は、内部がポリウレタンの柔らかい材質にし、表層はコーティング効果
を出すため、硬いポリウレタンフィルムの構造とすることで、耐久性の向上及び手首の大
小にかかわらず、被検者が無理なく容易に測定できるようになる。
【００１３】
　請求項１の骨健康を超音波波形によって計測する装置のバルーン４は、表層に硬度の高
いウレタンフィルムをコーティングし、表層を硬く、内部を柔らかい構造とすることで、
耐久性を格段に向上させたことを特徴とするバルーン。
【００１４】
　従来の装置に比べて、薄材板金及び軽量材料の使用により、女性の人でも容易に持ち運
びが可能となる。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明の骨健康を超音波波形によって計測する装置は、上述の手段を講じることでは、
以下に記載されるような効果を奏する。
【００１６】
　超音波によって骨内部を計測し、骨健康を超音波波形によって計測することで、従来よ
りも、測定結果が、被検者に分かりやすいものとなった。
【００１７】
　従来は女性による運搬は困難であったが、小型なものとなり、持ち運びすることが容易
になった。
【００１８】
　骨の健康を早い時期に知ることで、骨折の予防としての骨のセルフチェックが可能とな
る。
【００１９】
　バルーン４の材質をポリウレタンにすることで、手首の大小にかかわらず、被検者が無
理なく容易に測定でき、また、水及び混合液の補充等をする必要がなく、保守管理が容易
となる。さらに、バルーンの破損する頻度も少なくなる。
【００２０】
　バルーン４は、表層にコーティングし、表層を硬く、内部を柔らかい構造とすることで
、耐久性を格段に向上させることができる。
【００２１】
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　バルーン４は、長期間使用することができ、また、前記バルーン４と超音波プローブ５
は一体化の構造のため、該バルーン４と前記超音波プローブ５の間に接触媒質を塗る必要
がなく、保守管理が容易になる。
【００２２】
　また、定期的にチェックをすることで、被検者は自身の時系列的な骨の健康を把握でき
るようになる。さらに、装置の判定結果から、日常・食生活、運動面などに対してのアド
バイスを受けることができる効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　本発明の実施する骨健康を超音波波形によって計測する装置を図面に基づき説明すると
、図１において、１はタッチパネル式モニター部、２はプリンター、３はプローブベース
、４はバルーン、５はバルーンの内側にある超音波プローブ、６は位置決め棒、７は本体
カバー、８は本体ベース、本体には内蔵された制御部９が組み込まれた構造となっている
。
【００２４】
　また、本発明は本体カバーを取替え、位置決め棒６を除き、バルーン４と前記バルーン
４の内側にある超音波プローブ５及びの位置を変えることで、踵骨の健康を超音波波形に
よって計測する装置にもなる（図２）。
【実施例】
【００２５】
　まず主電源のスイッチを投入し、タイトル画面を表示させる。次いで、性別、年齢情報
などをタッチパネル付モニター１で入力する。次いで、被検者の測定部（手首もしくは踵
骨）をバルーン４の間に入れる。
【００２６】
　超音波によって波形を計測するに際し、一対の超音波探触子を水平方向に当てて測定部
（手首もしくは踵骨）を計測する。制御部９では、超音波によりプローブ間の超音波波形
（伝播時間、波形高さ、周波数）を計測する。
【００２７】
　予め実験で求められている超音波波形（伝播時間、波形高さ、周波数）と計測波形の関
係から骨波形結果（図３）を判定（Ａ～Ｅ）する。
【００２８】
　判定された結果（Ａ～Ｅ）に対して、コメントやアドバイスをタッチパネル付モニター
１で表示する。また、その表示結果を前記プリンター２によって印刷することもできる。
【００２９】
　計測したデータは、外部パソコンによって取り込むことができるようになっており、後
でデータ処理することも可能となっている。
【００３０】
　図４にはバルーン４（超音波プローブ５）の断面図を示す。前記バルーン４（前記超音
波プローブ５）は、一体化の構造となっているため、該バルーン４と該超音波プローブ５
の間に接触媒質を塗る必要はない。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本発明の装置（手首）の平面図と右側面図である。
【図２】本発明の装置（踵）の平面図と右側面図である。
【図３】本発明の超音波波形からの指標と判定レベルの関係図である。
【図４】本発明のバルーン（超音波プローブ）の断面図である。
【符号の説明】
【００３２】
　１　タッチパネル式モニター
　２　プリンター
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　３　プローブベース
　４　バルーン
　５　超音波プローブ
　６　位置決め棒
　７　本体カバー
　８　本体ベース
　９　制御部

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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